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【留意事項】

○「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成23

年法律第123号）第8条第1項に基づいて設定するも ので、津波防

災地域づくりを実施するため の基礎となるも のです。

○「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生

した場合に想定され る浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）の

最大値を重ね合わせて表したも のです。

○今回の津波浸水想定で評価した津波断層モデルは、日本海側の活断層タイ

プの最大クラスの津波断層モデルとして国が想定し、提示したも のです。

日本海における地震の発生頻度は、太平洋側に比べ低く、今回設定した活

断層の地震発生間隔は千年から数千年間隔と想定され ており、太平洋側の

南海トラフの百年から２百年間隔とは異なっています。

しかしながら、いつ地震が発生するか分からないも のとして、地震が起き

たらすぐに高台や 近くの丈夫な建物（津波に対して安全な構造で技術的基

準に適合するも の）の上層階等に避難することを心がけるなど、日頃よ り

地震や 津波に対して備える必要があります。

○最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発

生した津波や 今後発生が想定され る津波から設定したも のです

が、これ よ りも 大きな津波が発生する可能性がないというも ので

はありません。

○浸水域や 浸水深は、局所的な地面の凹凸や 建築物の影響のほか、

地震によ る地盤変動や 構造物の変状等に関する計算条件との差異

によ り、浸水域外でも 浸水が発生したり、浸水深がさらに大きく

なったりする場合があります。

○浸水域や 浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進め るため

のも のであり、津波によ る災害や 被害の発生範囲を決定するも の

ではないことにご注意ください。

○浸水域や 浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大と

なる場所も あります。

○地盤高が低い地域については、護岸等が壊れ ている場合、津波が

収束した後でも 水が引かず、長期間に渡って湛水することがあり

ます。

○「津波浸水想定」では、津波によ る河川内や 湖沼内の水位変化を

図示していませんが、津波の遡上等によ り、実際には水位が変化

することがあります。

○今回の浸水想定図には津波防災体制の継続を考慮し、平成24年に

福井県が独自に実施した浸水想定範囲を青線で記載しています。

○今回の浸水域が平成24年の範囲よ り狭い地域がありますが、シ

ミュレーションの不確実性を考慮し浸水の恐れ がある区域として

注意する必要があります。

○津波断層モデルの新たな知見（内閣府・中央防災会議、文部科学

省、国土交通省、隣接府県等）がまとまった場合等には、必要に

応じて津波浸水想定を見直していきます。

○今後、数値の精査や 表記の改善等によ り、修正の可能性がありま

す。
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